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ＴＬＣ分析をまなぶ意義を説明をする講師の野口

見えました！見えました！アセトアミノフェンとカフェインが同定できました

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
み
え
な
い
ク
ス

リ
が
見
え
る
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析
」
だ
。
Ｔ

Ｌ

Ｃ

と

は

薄

層

ク

ロ

マ

ト

グ

ラ

フ
ィ
ー
で
あ
り
、
分
析
手
法
の
１
つ

で
あ
る
。
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析
を
マ
ス
タ
ー

す
る
と
、
た
っ
た
の
５
分
で
化
合
物

の
同
定
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、

有
機
化
合
物
の
合
成
で
は
、
化
合
物

の
同
定
よ
り
も
、
反
応
の
追
跡
に
用

い
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
反

応
系
内
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
少
量
使
用

し
、
原
料
の
残
留
の
有
無
、
生
成
物

の
生
成
の
有
無
を
瞬
時
に
調
べ
る
た

め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ＴＬＣ分析の原理を説明をする大学院生の佐藤君

今
回
の
テ
ー
マ
を
行
う
た
め
に
、
Ｔ
Ｌ
Ｃ

分
析
の
原
理
と
手
技
を
マ
ス
タ
ー
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、

原
理
の
理
解
で
あ
る
。
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析
は
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
一
種
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ロ
マ
ト
を
用
い
、
原

理
を
お
さ
ら
い
し
た
。
す
な
わ
ち
、
水
性

イ
ン
ク
の
成
分
は
水
で
展
開
す
る
と
、
ろ

紙
と
の
親
和
力
の
違
い
に
よ
り
分
離
さ
れ

る
。
同
様
の
条
件
で
行
え
ば
展
開
さ
れ
る

各
成
分
の
高
さ
は
等
し
い
。
こ
れ
を
橙
色

と
黄
色
の
イ
ン
ク
を
用
い
、
イ
ン
ク
の
各

成
分
が
分
離
さ
れ
る
様
子
と
同
一
成
分
は

同
じ
高
さ
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
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アスピリン3.60gからサロメチー

ル2.28gが得られた。収率（％）

を求めよ。（答えは次回）

アセチルサリチル酸
（アスピリン）
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Mol. Wt.: 180 Mol. Wt.: 152

「
こ
の
頭
痛
薬
に
は
何
種
類
の
物

質
が
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？
」
こ
の
講
座
は
こ
の
よ
う
な

投
げ
か
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ク
ス
リ
は
１
種
類
の
主
成
分
だ
け

で
で
き
て
い
な
い
。
ク
ス
リ
は
主

成
分
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
成
分
、
ク

ス
リ
を
形
作
る
成
分
な
ど
が
集

ま
っ
た
混
合
物
で
あ
る
。
こ
の
混

合
物
で
あ
る
ク
ス
リ
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
解
析
す
る
た
め
に
こ
の
講
座

で
は
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析
を
行
っ
た
。
Ｔ

Ｌ
Ｃ
分
析
で
は
５
㎝
程
度
の
短
冊

状
の
プ
レ
ー
ト
を
使
う
。
プ
レ
ー

ト
の
✕
印
に
ク
ス
リ
を
し
み
込
ま

せ
、
特
殊
な
溶
液
で
展
開
す
る
と

各
成
分
の
分
離
が
可
能
だ
（
左
図

参
照
）
。
Ｕ
Ｖ
ラ
ン
プ
に
か
ざ
す

と
分
離
さ
れ
た
成
分
が
可
視
化
さ

れ
る
。

「
先
生
。
見
え
ま
し
た
。
何
個
も
ス

ポ
ッ
ト
が
見
え
ま
す
。
」

Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析
の
肝
は
「
同
じ
成
分
は

必
ず
同
じ
場
所
（
高
さ
）
に
来
る
こ

と
」
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
【
バ
フ
ァ

リ
ン

ル
ナ
ｉ

】
を
用
い
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分

析
を
行
っ
た
。
３
つ
の
成
分
が
観
測

さ
れ
た
。
ど
の
成
分
何
か
は
わ
か
ら

な
い
。
そ
こ
で
、

９
種
類
の
か
ぜ

薬
を
使
用
し
、

ル
ナ
ｉ

に
含

ま
れ
て
い
る
成

分
を
読
み
解
い

て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
成

分
を
同
定
し
教

員
に
プ
レ
ゼ
ン

す
る
。
「
こ
の

横
一
列
に
並
ん
だ
も
の
が
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
で
す
！
」
確
信
に
満
ち

た
表
情
だ
。
わ
か
る
・
で
き
る
を
体

験
し
た
９
０
分
で
あ
っ
た
。

声
皆の

第
４
回
で
は
解
熱
鎮
痛
薬
か
ら
湿
布
薬
を
合
成

す
る
。
こ
れ
ま
で
、
湿
布
薬
が
得
ら
れ
た
こ
と

を
湿
布
薬
特
有
の
匂
い
で
確
認
し
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
今
回
は
Ｔ

Ｌ
Ｃ
分
析
を
用
い
湿
布
薬
の
同
定
を
行
う
。
ス

テ
キ
な
コ
メ
ン
ト
あ
り
が
と
う
！

収率（％）＝ ×１００
生成物の物質量（mol）

原料の物質量（mol）

第
３
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
示
す
。
実
験
時
間
は
や
や
短

い
と
感
じ
る
生
徒
が
多
い
。
一

方
、
実
験
内
容
は
多
く
の
生
徒

が
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
感
じ
た
よ

う
だ
。
こ
の
良
好
な
結
果
は
Ｔ

Ｌ
Ｃ
分
析
で
は
異
例
な
こ
と
で
、

「
わ
か
ら
な
い
も
の
を
楽
し
む

生
徒
の
姿
勢
」
が
こ
の
結
果
を

示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
皆
の

声
や
、
総
合
満
足
度
は
８
９
％

と
今
回
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
現
段
階
で
は
テ
ー
マ
設
定

お
よ
び
進
行
に
問
題
が
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

どれをつかえば同定が出来るかを医薬品群の中から探す生徒たち


